
男子ゴルフ部「第58回全国大学ゴルフ対抗戦」
出場決定

5月22日（土）～ 23日（日）に行われた「関東春季Aブロック対抗戦」にて5位
となり、「第 58 回全国大学ゴルフ対抗戦」への出場権を獲得しました。 
第 58 回全国大学ゴルフ対抗戦は、6月24日（木）～25日（金）に片山津
ゴルフ倶楽部（石川県加賀市）にて開催され、全国から18 校が参加します。 
引き続き応援よろしくお願いいたします。

駅伝部「第53回全日本大学駅伝対校
選手権大会」出場決定

6月19日（土）に行われた「第53回全日本大学駅伝
対校選手権大会関東学連推薦校選考会」にて、
3時間57分23秒16で総合6位となり、9大会
連続15回目となる全日本大学駅伝への出場権を
獲得しました。

「第53回全日本大学駅伝対校選手権大会」は、11月
7日（日）午前8時05分スタート。愛知・熱田神宮から
三重・伊勢神宮までの8区間106.8kmで競います。
皆さまの熱いご声援をお願いいたします。

対面授業支援クーポンの配付について 
対面授業の一部再開にあたり、中央学院大学後援会（保護者の会）では、
対面授業を受ける学生への補助として学生会館内で利用できるクーポンを
配付することといたしました。
6月に在学生全員に郵送いたしましたので、クーポンを切り取ってご利用
ください。
※ 留学生は国際交流センターにて配布します。受け取りの際は、学生証を

持参してください。

1.華和・CGU café 共通クーポン　500円券×2枚 
2.松井書店専用クーポン　　　　　500円券×1枚 

＜注意事項＞
①おつりは出ません。
②学生本人のみ利用できます。 
※ クーポンには学籍番号が印字されており、

学生証の提示を求める場合があります。 
③ 利用は有効期限内、かつ、各店舗営業時

間内のみとなります。 
④紛失した場合の再発行はできません。
＜利用期限＞
令和4年1月28日（金）まで 

M30+20M30+20

〒270-1196  千葉県我孫子市久寺家451

中央学院大学後援会
TEL.04-7183-6504

郵便はがき

※点線を切り離してご利用ください。

食堂共通 1

＊本人のみ利用可。学生証提示を求める場合があります

No.

食堂共通 2

＊本人のみ利用可。学生証提示を求める場合があります

No.

松井書店専用

＊本人のみ利用可。学生証提示を求める場合があります

No.

料金後納郵便

C G U
クーポン内容

中央学院大学公式 Instagramについて  
この度中央学院大学公式のInstagramが開設されました。大学の様々な写真
を投稿いたしますので、是非ご覧ください。また、その他SNSも随時更新中です。

https://www.instagram.com/
chuo_gakuin_university/

https://twitter.com/
chuogakuinuniv 

https://ja-jp.facebook.com/
cguuniv/

博物館・美術館のキャンパスメンバーズについて 
本学は東京国立博物館と国
立美術館のキャンパスメン
バーズに加盟しています。
教職員証・学生証を提示すれば
常設展は無料、特別展は割引
などの特典が受けられます。
博物館や美術館を有効に活
用し、学生の皆さんの研究活
動や文化活動が充実すること
を目的としています。ぜひ積
極的に利用してください。

東京国立博物館
https://www.tnm.jp/

国立美術館
https://www.campusmembers.jp/

駅伝部「第100 回関東インカレ」結果
（吉田光汰選手（法 4 年）優勝）

5 月23 日（日）に行われた「第 100 回関東学生陸上競技対抗選手権」の
「男子2部3000m 障害」決勝にて、吉田光汰選手（法4年）が優勝、上野
航平選手（法3年）が3位となりました。また松井尚希選手（法4年）が
1500mで5位、吉田礼志選手（法1年）が5000mで7位に入賞しています。
新ユニフォームに変わり心機一転、箱根駅伝でのシード権獲得をチーム
目標とし、日々練習に励んでおります。
引き続き応援よろしくお願いいたします。

学報について、ぜひ皆さまのご意見、ご感想をお寄せください。　gakuho@cgu.ac.jp（企画課）

【発 行 日】2021 年 7 月 1 日 �【発 行 者】中央学院大学�　〒 270-1196 千葉県我孫子市久寺家 451　Tel.04-7183-6517
【編集協力】東京平版（株）メディアコンテンツ部学報 vol.139
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STAND BY YOU
その想いを、ともに描く。

コロナ禍でも 
実りある学生生活を
コロナ禍でも 
実りある学生生活を

STAND BY YOU
その想いを、ともに描く。



OPEN CAMPUS

第 54 回あびこ祭
10月23日（土）～ 24日（日）に開催予定のあびこ祭（大学祭）は、開催に
向けてあびこ祭実行委員会を中心に話し合いを進めておりますが、今後の
新型コロナウイルス感染状況を考慮した上で、総合的に判断していく予定
です。詳細が決まり次第、本学のホームページにてお知らせします。

日程 ： 7月11日（日） 8月1日（日） 8月15日（日） 9月5日（日）9月26日（日）

時間 ： 10:00 ～ 15:00 
全日程、オンラインでも同時開催します。
参加は、事前予約制となります。
※ 日程・内容が変更となる場合があります。

詳細や申込方法は本学のホームページを
ご確認ください。

皆さんは、今まで日常生活におけるあらゆる場面
において、さまざまな疑問を抱いてこられたと思
います。大学とはいわばそれらを追究する場所と
言えます。これは大学生の特権の一つです。
時に考え、質問し、本を読み、そしてまた考えて
みる。このような思考の訓練が、皆さんの今後に
向けての糧になると思います。

今年度より着任しました掘井と申します。よろ
しくお願いします。昨年度より、いわゆるコロナ
禍の影響で日常生活が大きく制限されています。
それでも大学には自身を成長させるためのチャ
ンスがたくさん転がっています。自身を成長させ、
またコロナ禍後の世界で活躍する準備を整えら
れるよう、共に頑張っていきましょう！ 

4月に着任いたしました中野健秀です。情報化社
会と言われる昨今、ネットで検索すれば労せず多
くの情報に辿り着くことができます。大学での学
びが受動的になっていませんか。答えを探すこと
も大切ですが、自ら「問いを立てる」ことに重きを
置いてみましょう。「良き問い」がみつかれば、きっ
と大学生活が充実したものになるでしょう。

CGU Event Focus

学位記授与式

講師　山根 啓太

応用ミクロ経済学 経済学史
情報リテラシー／情報処理論 

情報数学／経営数学 
メディアデザイン／システム設計論 

准教授　中野 健秀 

教育工学／地球科学
災害情報学

経済政策
経済原論（近代経済学）

講師　掘井 誠史

西洋経済史
　ドイツ経済史

　

こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
全

世
界
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
き
な
波
に
の
ま
れ
、混
乱・不
安
の

中
で
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。本
学

で
も
昨
年
度
以
降
、さ
ま
ざ
ま
な
対
策
・

対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

改
め
て
令
和
３
年
度
前
期
を
振
り
返

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
昨
年
度
は
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
入
学
式
で
す
が
、
今
年

度
は
４
月
２
日
に
本
学
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
大
学
院
商
学
研
究
科
、

商
学
部
、
法
学
部
、
現
代
教
養
学
部
あ
わ
せ

て
８
０
９
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、
式
典
を
午
前
と

午
後
の
２
回
に
分
け
、
ま
た
新
入
生
の
み
の

出
席
に
制
限
し
、
内
容
も
簡
素
に
し
ま
し
た

が
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

春
セ
メ
ス
タ
ー
（
前
期
）の
授
業
に
お
い
て
は
、

原
則
す
べ
て
の
授
業
を
対
面
で
実
施
す
る
と

い
う
方
針
の
も
と
三
密
を
避
け
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
履
修
人
数
に
あ
わ
せ
、
学
生
が

一
人
お
き
で
座
れ
る
よ
う
教
室
を
割
り
振
る

と
と
も
に
、
机
の
消
毒
を
は
じ
め
、
換
気
を

徹
底
す
る
た
め
に
、
教
室
の
入
り
口
の
ド
ア

な
ど
は
開
け
放
し
、窓
や
窓
側
に
設
け
ら
れ
た

換
気
窓
を
開
け
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講
じ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
90
％
以
上
の
授
業
を
対
面

で
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
学
生
が
久
し
ぶ
り
に

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
い
ま
し
た
。特
に
お
昼
時
に
は
、

学
食
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
前
に
学
生
が
並
ぶ
姿

や
、お
弁
当
を
広
げ
て
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

「
大
学
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
」
と
再
認
識
し
ま

し
た
。あ
る
べ
き
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
に
一
年
振
り

に
接
し
、
教
職
員
一
同
、
心
浮
き
立
つ
思
い
で

し
た
。

　

４
月
20
日
の
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

発
令
後
も
、
少
人
数
ク
ラ
ス
お
よ
び
教
育
上
必

要
と
判
断
さ
れ
る
科
目
等
で
対
面
授
業
を
継
続

し
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
25
日
に
東
京
都
な
ど

１
都
３
府
県
に「
緊
急
事
態
宣
言
」が
発
令
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
学
生
・
教
職
員
の
安
心
・
安
全

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
５
月
31
日
ま
で

す
べ
て
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
し
ま
し
た
。

６
月
１
日
以
降
は
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
な
が
ら
、

ゼ
ミ
形
式
の
授
業
な
ど
一
部
の
科
目
で
対
面

授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。状
況
次
第
で
す
ぐ
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
態
勢
を

整
え
な
が
ら
も
、
秋
セ
メ
ス
タ
ー
（
後
期
）の

最
初
の
授
業
は
、
す
べ
て
対
面
で
行
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

好
奇
心
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。感
染
拡
大

の
予
防
に
最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も

本
学
は
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｂ
Ｙ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、多
く
の
人
と
出
会
う
機
会
を

提
供
し
、
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
て
い
く

所
存
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も 

　
実
り
あ
る
学
生
生
活
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も 

　
実
り
あ
る
学
生
生
活
を

3月20日
　（土・祝）

4月2日（金）に令和3年度入学式が執り行われ、大学院商学研究科、
商学部、法学部、現代教養学部あわせて809名の新入生を迎えました。 
式典後には、プライムセミナー（新入生向けガイダンス）が行われ、
授業の履修に必須となるシステム（CGUポータルやTeams）の使い方、
また学部によっては英語や情報のクラス分けテストが行われました。 

入学式4月2日
（金）

前回は新型コロナウイルス感染症の影響により開催できなかった学位記授与式と入学式。
今回は式典を午前（大学院と商学部）と午後（法学部と現代教養学部）に分け、座席間隔を十分にとり、
教職員と学生のみの出席ではありましたが、感染対策を徹底して開催することができました。

新
任
教
員
紹
介

商 学 部

専門分野 主な担当科目専門分野 主な担当科目　分野 主な担当科目

3月20日（土・祝 ）に令和2年度学位記授与式が執り
行われ、大学院商学研究科9名が修了、商学部、法学部、
現代教養学部の学部生589名が卒業しました。 

ICHIKAWA Hitoshi

E
V
E
N
T
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葉山 大地　HAYAMA Daichi 
学生サポートセンター長（2021年4月～）
商学部准教授、学生相談室カウンセラー
2004年 専修大学文学部心理学科卒業、
2010 年 筑波大学大学院 人間総合科
学研究科 心 理学 専攻 博士課程 修了、
2014 年 茨城大学大学院教育学研究科 
学校臨床心理専修 修士課程修了。臨床
心理士、公認心理師取得 
主な担当科目/心理学I・II、心理学概論I・II、
教育心理学 
現在の研究テーマ/対人コミュニケーション
における「開放性」について 

P r o f i l e

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
３
つ
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
学
校
生
活
全
般

に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
で
す
。
た
と
え
ば
年
度

初
め
の
慣
れ
な
い
時
期
、
特
に
新
入
生
は
﹁
ど
の

授
業
を
履
修
す
れ
ば
い
い
か
﹂
と
か
、﹁
C
G
U

ポ
ー
タ
ル
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
﹂
な
ど
の
不

安
に
か
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
の
が
先
輩
の
ピ
ア・
サ
ポ
ー

タ
ー
で
す
。
年
度
末
に
は
、
次
年
度
に
ど
の
よ
う

に
勉
強
し
た
ら
い
い
か
を
ピ
ア・
サ
ポ
ー
タ
ー
と

話
す
相
談
会
も
あ
り
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
学
習
支
援
が
必
要
な
学
生
へ
の
対
応

で
す
。
日
々
の
授
業
で
﹁
つ
い
て
い
け
な
い
﹂
と

感
じ
た
り
、﹁
ど
う
レ
ポ
ー
ト
を
書
け
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
﹂
と
い
っ
た
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
中
に
は
﹁
先
生
に
は
直
接
連
絡
し
づ
ら
い
﹂

と
い
う
学
生
も
お
り
、
そ
う
し
た
場
合
は
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
先
生
と
学
生
と
の
橋

渡
し
役
を
務
め
ま
す
。
そ
し
て
３
つ
目
は
、
出
席

不
良
の
学
生
へ
の
対
応
で
す
。﹁
必
修
授
業
に
出

席
し
て
い
な
い
﹂
な
ど
先
生
方
か
ら
連
絡
の
あ
っ

た
学
生
に
対
し
、
電
話
な
ど
で
様
子
を
聞
き
、
解

決
方
法
を
一
緒
に
探
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
の
場
合

も
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
解
決
で

き
な
い
場
合
は
、
他
部
署
と
連
携
を
と
っ
て
解

決
に
導
い
て
い
き
ま
す
。
ま
た
障
害
学
生
支
援

の
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
学
生

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

生
活
の
中
で
悩
み
が
生
じ
る
の
は
誰
に
で

も
あ
る
こ
と
で
す
が
、﹁
悩
み
を
人
に
相
談
す

る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
﹂
と
か
﹁
こ
ん
な
こ

と
を
聞
い
て
は
い
け
な
い
の
で
は
？
﹂
と
思
い

相
談
を
躊
躇
す
る
と
い
う
人
も
一
定
数
い
ま
す
。

特
に
ス
ポ
ー
ツ
系
の
学
生
に
は
﹁
自
分
で
な
ん

と
か
し
よ
う
﹂
と
い
う
克
己
心
が
強
い
人
も

多
い
で
す
ね
。で
も
、自
分
だ
け
で
解
決
で
き
な
い

悩
み
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、﹁
相
談
﹂
と
い
う

選
択
肢
を
持
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。
人
に
相
談
す

る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

状
況
を
好
転
さ
せ
、
自
分
が
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、﹁
な
か
な
か
友
人
が

作
れ
な
い
﹂
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
悩
み
が
増

え
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
え
な
か
っ
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
り
人
と
関
わ
る
機
会
が

少
な
い
状
況
で
は
、
意
識
的
に
取
り
組
ま
な
い

と
な
か
な
か
人
間
関
係
が
築
け
ま
せ
ん
。
学
生

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
友
人
づ
く
り
の
場
と
し

て
も
機
能
し
て
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
と
交
流
し
、

頼
れ
る
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
で
そ
の
後
の
大

学
生
活
を
よ
り
有
意
義
で
、
充
実
し
た
も
の
に

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
、一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
素

晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
ら
か
の
理
由

や
悩
み
で
、
そ
の
潜
在
的
な
良
さ
を
発
揮
で
き
ず

自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
学
生

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
う
し
た
悩
み
や
問
題

を
解
決
し
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
、
そ
う
し
た
学
生
生
活
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

な
お
、
本
学
に
は
主
に
心
の
悩
み
に
対
応
す
る

学
生
相
談
室
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
週
１
回
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
し
、
茶
話
会
や
ク
ッ

キ
ン
グ
企
画
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

たとえば「単位の取り方がわからない」「授
業についていけない」「友人ができない・友
人関係がうまくいかない」「部活・サークル
活動で悩んでいる」など、日々の生活の中
にあるさまざまな悩みや困りごとに、職員
スタッフが対応します。相談内容によっては

学生相談室をはじめ、学生課や教務課、就職課など、関連する部署とも連携。ま
た直接先生には話しづらい悩みを学生から聴き、授業を担当する先生に伝える
橋渡しをすることも。学生と大学をつなぎ、問題の根本的な解決へと導きます。

学生サポートセンターは、30周年
記念館（6号館）1階にあり、キャン
パスライフでぶつかるさまざまな
問題に対応してくれる場所です。
わからないことを質問したり、悩み
を聴き解決方法を共に考えてもら
える相談窓口として、困ったことが
あればまず足を運んでください。
保護者の方からの相談もお受けし
ていますので、お気軽にご相談を。

どんな相談にも応じます

　

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

学生サポートセンターでは、単なる学習支援にとどまらず「学生同士
が待ち合わせる場所」や「憩いの場」としての空間を提供しています。
パソコンも設置されているので、自習室としての利用にも最適。授
業の合間や放課後には、ピア・サポーターをはじめ多くの学生が集
まっており、学部・学科や学年の枠を超えた友だち作りの場にもなっ
ています。「くつろげる場所」で学生同士、人生や進路などについて
自由に話し合い、よりよい学生生活を送って欲しいと願っています。

待ち合わせ場所や
自習室としての利用も

ポイント

04

ポイント

02

学
生
相
談
室
は
、
学
生
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
た
り
、
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本学では、教育理念「公正な社会観と倫理観の涵養をめざ
し、徹底した少数教育を通じて実力と創造力をそなえた有
能な社会人の育成」に基づき、障害のある学生もない学生
も平等に教育を受け、学生生活を過ごし社会に貢献しうる人
材として成長するために、合理的かつ積極的な配慮及び支
援を行います。本学には障害学生支援ネットワーク（障害の
ある学生の支援について審議・体制整備・調整するため、関
係する教職員で構成されたグループ）があり、学生サポート
センターはその窓口になっています。  
支援の一例としては、個別相談（障害学生支援ネットワーク
の担当者、ピア・サポーター、担任教員、保健センター、学生
相談室などから本人に適した相談場所を一緒に探る）、授業
での配慮（障害の状態や授業の形態に合わせて、座席の配
慮やプリントを事前に配布するなど）、車いす学生に対する
付き添いなどを行っています。

障害学生に対し、
個々に必要な支援を 

ポイント

03

ポイント

01

先生や職員スタッフには話しづらいこ
とでも、学生同士なら気軽に話せま
すよね。学生サポートセンターには充
実した大学生活を送るためのアドバイスをする学生スタッフ（ピ
ア・サポーター）がおり、自分の経験に基づいたアドバイスをしてく
れます。勉強に関する相談や授業内容はもちろん、講義の受け方
やノートの取り方といった細かい質問や、就職・公務員試験などに
関する体験談も。また、例年は新 2 年生対象学習支援（3 月）、「な
んでも相談コーナー」、春と秋の交流会（5 月・10 月） なども実施。
交流会などのイベントはチラシやポスターで広報し、当日も学内
放送でPRするなどして、広く学生の参加を呼びかけています。
※ 今年は、新型コロナウイルスの影響により、学習支援・何でも相談

コーナー・春の交流会が中止となりました。 

学生サポートセンター
（平日9:00 ～ 17:00）

ピア・サポーターは
力強い味方

TEL：04-7183-6508
Mail：support@adm.cgu.ac.jp

30 周年記念館（6 号館）1 階
※談話室（625 教室）
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Financial  

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
入

学生生徒等納付金収入 4,526,874,000
手数料収入 135,217,000
特別寄付金収入 66,000,000
一般寄付金収入 15,200,000
経常費等補助金収入 874,189,000
付随事業収入 5,000,000
雑収入 138,186,000
教育活動資金収入計 5,760,666,000

支
出

人件費支出 3,189,066,000
教育研究経費支出 1,532,975,000
管理経費支出 444,325,500
教育活動資金支出計 5,166,366,500

　  　　差引 594,299,500
　  　　調整勘定等 △84,611,040
教育活動資金収支差額 509,688,460

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
入

施設設備寄付金収入 15,500,000
施設設備補助金収入 2,650,000
施設設備売却収入 0
引当特定資産取崩収入 1,180,000,000
施設整備等活動資金収入計 1,198,150,000

支
出

施設関係支出 47,800,000
設備関係支出 144,786,000
引当特定資産繰入支出 1,225,000,000
施設整備等活動資金支出計 1,417,586,000

　  　　差引 △219,436,000
　  　　調整勘定等 7,805,000
施設整備等活動資金収支差額 △211,631,000

小計
 （教育活動資金収支差額+　　   施設整備等活動資金収支差額） 298,057,460

◆ 令和3年度　活動区分資金収支予算書
令和3年4月1日～令和４年3月31日（学校法人中央学院）

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収 

入

借入金等収入 0
引当特定資産取崩収入 427,000,000
短期有価証券売却収入 430,000,000
その他の雑収入

（教育活動外） 22,000,000

引当特定資産売却収入 130,000,000
　小計 1,009,000,000
受取利息･配当金収入 90,346,000
その他の活動資金収入計 1,099,346,000

支 

出

借入金等返済支出 74,688,000
短期有価証券購入支出 400,000,000
引当特定資産繰入支出 427,000,000
　小計 901,688,000
借入金等利息支出 8,549,000
その他の活動資金支出計 910,237,000

　  　　差引 189,109,000
　  　　調整勘定等 0
その他の活動資金収支差額 189,109,000

支払資金の増減額
（小計+その他の活動資金収支差額） 487,166,460

前年度繰越支払資金 2,478,270,439
予備費 0
翌年度繰越支払資金 2,965,436,899

（単位　円）

収入の部 支出の部

科　目 金　額 科　目 金　額
学生生徒等納付金収入 4,526,874,000 人件費支出 3,189,066,000
手数料収入 135,217,000 教育研究経費支出 1,532,975,000
寄付金収入 96,700,000 管理経費支出 444,325,500
補助金収入 876,839,000 借入金等利息支出 8,549,000
資産売却収入 560,000,000 借入金等返済支出 74,688,000
付随事業･収益事業収入 5,000,000 施設関係支出 47,800,000
受取利息･配当金収入 90,346,000 設備関係支出 144,786,000
雑収入 160,186,000 資産運用支出 2,052,000,000
借入金等収入 0 その他の支出 356,990,211
前受金収入 1,014,050,000 〔予備費〕 0
その他の収入 1,888,120,939 資金支出調整勘定 △117,566,232
資金収入調整勘定 △1,132,553,000
前年度繰越支払資金 2,478,270,439 翌年度繰越支払資金 2,965,436,899

収入の部合計 10,699,050,378 支出の部合計 10,699,050,378

◆ 令和3年度　資金収支予算書
令和3年4月1日～令和４年3月31日（学校法人中央学院） （単位　円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 金　額
学生生徒等納付金 4,526,874,000
手数料 135,217,000
寄付金 81,200,000
経常費等補助金 874,189,000
付随事業収入 5,000,000
雑収入 138,186,000
教育活動収入計 5,760,666,000

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額
人件費 3,437,570,000
教育研究経費 1,962,975,000
管理経費 497,425,500
徴収不能額等 0
教育活動支出計 5,897,970,500

教育活動収支差額 △137,304,500

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
受取利息･配当金 90,346,000
その他の教育活動外収入 22,000,000
教育活動外収入計 112,346,000

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
借入金等利息 8,549,000
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 8,549,000
    教育活動外収支差額 103,797,000

    　　経常収支差額 △33,507,500

特
別
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産売却差額 60,000,000
その他の特別収入 20,150,000
特別収入計 80,150,000

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産処分差額 0
その他の特別支出 0
特別支出計 0

　　 特別収支差額 80,150,000
〔予備費〕　 0

基本金組入前当年度収支差額 46,642,500
基本金組入額合計 △ 267,274,000
当年度収支差額 △ 220,631,500
前年度繰越収支差額 △16,008,976,355
基本金取崩額 0
翌年度繰越収支差額 △16,229,607,855

（参考）
事業活動収入計 5,953,162,000
事業活動支出計 5,906,519,500

◆ 令和3年度　事業活動収支予算書
令和3年4月1日～令和４年3月31日（学校法人中央学院） （単位　円）

財務情報 中央学院大学創立50周年記念事業募金 御礼

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
入

学生生徒等納付金収入 4,225,708,900
手数料収入 104,811,071
特別寄付金収入 50,094,949
一般寄付金収入 30,035,000
経常費等補助金収入 875,546,531
付随事業収入 96,000
雑収入 314,180,354
教育活動資金収入計 5,600,472,805

支
出

人件費支出 3,336,044,902
教育研究経費支出 1,328,685,064
管理経費支出 358,987,844
教育活動資金支出計 5,023,717,810

　  　　差引 576,754,995
　  　　調整勘定等 99,637,024
教育活動資金収支差額 676,392,019

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
入

施設設備寄付金収入 4,200,000
施設設備補助金収入 8,329,790
施設設備売却収入 0
引当特定資産取崩収入 2,808,763,667
施設整備等活動資金収入計 2,821,293,457

支
出

施設関係支出 26,097,343
設備関係支出 163,131,280
引当特定資産繰入支出 3,113,413,225
施設整備等活動資金支出計 3,302,641,848

　  　　差引 △481,348,391
　  　　調整勘定等 23,215,471
施設整備等活動資金収支差額 △458,132,920

小計
 （教育活動資金収支差額+　　   施設整備等活動資金収支差額） 218,259,099

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収 

入

借入金等収入 0
特定資産取崩収入 1,423,256,160
預り金受入収入 31,776,073
仮受金受入収入 2,658,840
短期有価証券売却収入 889,639,567
引当特定資産売却収入 273,597,597
為替差益収入 222,797
その他上記以外の収入 33,281,401
　小計 2,654,432,435
受取利息･配当金収入 114,269,866
その他の活動資金収入計 2,768,702,301

支 

出

借入金等返済支出 74,688,000
短期有価証券購入支出 592,926,200
引当特定資産繰入支出 1,798,650,562
仮受金支払支出 439,230
　小計 2,466,703,992
借入金等利息支出 9,407,030
為替差損支出 720,000
その他の活動資金支出計 2,476,831,022

　  　　差引 291,871,279
　  　　調整勘定等 0
その他の活動資金収支差額 291,871,279

支払資金の増減額
（小計+その他の活動資金収支差額） 510,130,378

前年度繰越支払資金 1,968,140,061
予備費 0
翌年度繰越支払資金 2,478,270,439

◆ 令和２年度　活動区分資金収支計算書（決算）
令和2年4月1日～令和3年3月31日（学校法人中央学院） （単位　円）

収入の部 支出の部

科　目 金　額 科　目 金　額
学生生徒等納付金収入 4,225,708,900 人件費支出 3,336,044,902
手数料収入 104,811,071 教育研究経費支出 1,328,685,064
寄付金収入 84,329,949 管理経費支出 359,707,844
補助金収入 883,876,321 借入金等利息支出 9,407,030
資産売却収入 1,163,237,164 借入金等返済支出 74,688,000
付随事業･収益事業収入 96,000 施設関係支出 26,097,343
受取利息･配当金収入 114,269,866 設備関係支出 163,131,280
雑収入 347,684,552 資産運用支出 5,504,989,987
借入金等収入 0 その他の支出 207,337,412
前受金収入 1,017,750,000 〔予備費〕 0
その他の収入 4,479,998,358 資金支出調整勘定 △387,713,598
資金収入調整勘定 △1,289,256,539
前年度繰越支払資金 1,968,140,061 翌年度繰越支払資金 2,478,270,439

収入の部合計 13,100,645,703 支出の部合計 13,100,645,703

◆ 令和２年度　資金収支計算書（決算）
令和2年4月1日～令和3年3月31日（学校法人中央学院） （単位　円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 金　額
学生生徒等納付金 4,225,708,900
手数料 104,811,071
寄付金 81,152,580
経常費等補助金 875,546,531
付随事業収入 96,000
雑収入 314,180,354
教育活動収入計 5,601,495,436

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額
人件費 3,367,448,983
教育研究経費 1,756,474,409
管理経費 430,508,001
徴収不能額等 0
教育活動支出計 5,554,431,393
   教育活動収支差額 47,064,043

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
受取利息･配当金 114,269,866
その他の教育活動外収入 33,504,198
教育活動外収入計 147,774,064

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
借入金等利息 9,407,030
その他の教育活動外支出 720,000
教育活動外支出計 10,127,030

　   教育活動外収支差額 137,647,034
　　　 経常収支差額 184,711,077

特
別
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産売却差額 111,987,497
その他の特別収入 18,032,501
特別収入計 130,019,998

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産処分差額 18,446,302
その他の特別支出 0
特別支出計 18,446,302

特別収支差額 111,573,696
〔予備費〕　

基本金組入前当年度収支差額 296,284,773

基本金組入額合計 △196,930,331

当年度収支差額 99,354,442
前年度繰越収支差額 △16,108,330,797
基本金取崩額 0
翌年度繰越収支差額 △16,008,976,355

（参考）
事業活動収入計 5,879,289,498
事業活動支出計 5,583,004,725

◆ 令和２年度　事業活動収支計算書（決算）
令和2年4月1日～令和3年3月31日（学校法人中央学院） （単位　円）

（単位　円）

科　　　目 金　額
Ⅰ　資産総額 25,561,121,923
　　　　内　　１　基　本　財　産　 16,483,804,954
　　　　　　　　  （1）  土地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161,774.18㎡ 4,875,509,977
　　　　　　　　  （2）  建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73,016.94㎡ 8,980,022,999
　　　　　　　　  （3）  構築物 161,598,894
　　　　　　　　  （4）  機器備品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23,318点 193,577,201
　　　　　　　　  （5）  図書　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　352,432冊 2,163,706,566
　　　　　　　　  （6）  その他の基本財産 109,389,317

　　　　　　　２　運　用　財　産　　　　　　 9,077,316,969
　　　　　　　　  （1）  預貯金・現金 2,478,270,439
　　　　　　　　  （2）  特定資産（有価証券を含む） 5,814,943,444
　　　　　　　　  （3）  不動産 497,798,421
　　　　　　　　  （4）  その他の運用財産 286,304,665

Ⅱ　負債総額 3,728,556,715

Ⅲ　正味財産 21,832,565,208

◆ 財産目録 （抜粋）
令和3年3月31日（学校法人中央学院）

（注）資産評価について、取得価額基準（規則的な減価償却を行っている場合の帳簿価額、金銭債権について徴収不能見込額を 控除した場合の　　
　　帳簿価額を含む。）によっている。

財
務
情
報

中央学院大学創立 50 周年記念事業募金へのご協力有難うございました。 
2018 年1月1日から2021年 3月31日までの募金額が14,437,500 円となりましたことをご報告致します。

ここに、感謝の意を込め、ご芳名を掲載させていただきます。
また、2016 年 4月1日より募金を開始させていただいてから5 年。2021年 3月31日を持ちまして

募金期間を終了し、募金総額は 49,881,000 円となりました。
ご寄付を賜りました皆様のご支援に、心より感謝申し上げます。

※ 学報129 号（2018 年 3月発行・2016 年 4月1日から2017年12 月31日までにご寄付頂いた方のご芳名）に掲載させていただいた方・
匿名希望の方・寄付申込書未提出の方は除かせていただきました。 

寄付金につきましては、大学 6号館（30周年記念館）PC教室改修費の一部の他、「学生会館 Via」の改修費に使用させて
いただきました。学生会館Viaは食堂、売店、休憩スペース等があり、授業でも使用できるような設計となっております。

学生会館Via（カフェエリア） 6号館（PC教室）

（注）学校法人会計基準の一部を改正する省令（平成２５年４月２２日文部科学省令第１５号）に基づき、計算書類の様式を変更した。

資産の部 負債の部・純資産の部
科　目 金　額 科　目 金　額

固定資産 22,567,590,155 固定負債 2,036,210,573
　有形固定資産 16,872,346,558 　　長期借入金 728,665,000
　　土地・建物・構築物 14,514,930,291 　　退職給与引当金 1,305,545,573
　　機器備品 193,577,201 　　その他 2,000,000
　　図書 2,163,706,566 流動負債 1,692,346,142
　　その他 132,500 負債の部合計 3,728,556,715　特定資産 5,584,413,444
　その他の固定資産 110,830,153 基本金 37,841,541,563
　　借地権 19,643,711 繰越収支差額 △16,008,976,355
　　その他 91,186,442 純資産の部合計 21,832,565,208流動資産 2,993,531,768
資産の部合計 25,561,121,923 負債及び純資産の部合計 25,561,121,923

◆ 貸借対照表
令和3年3月31日 現在（学校法人中央学院） （単位　円）

【
中
央
学
院
大
学
】令
和
3
年
4
月
1
日
付

人 事 異 動

○
新
規
採
用
（
4
月
1
日
付
）

　
（
教
員
） 

　

中
野
健
秀	

商
学
部
准
教
授

　

掘
井
誠
史	

商
学
部
講
師

　

山
根
啓
太	

商
学
部
講
師

　
（
職
員
）

　

吉
田
明
莉	

総
務
課

　

海
老
原
清
花	

企
画
課

　

髙
梨
望
来	

学
生
課

　

寺
島
裕
貴	

入
試
広
報
課

　

野
中
佐
和
子	

図
書
館
事
務
課

 

○
任
命
（
教
員
）

　

佐
藤
寛	

現
代
教
養
学
部
長（
再
任
） 

　

八
木
健
太
郎	

商
学
部
長
補
佐 

　

林
健
一	

現
代
教
養
学
部
長
補
佐（
再
任
） 

　

高
橋
律	

図
書
館
長（
再
任
） 

　

白
水
智	

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長（
再
任
） 

　

葉
山
大
地	

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長 

　

ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
ド
ー
ラ
ン

	

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長（
再
任
） 

 

○
昇
格
（
教
員
）

　

長
田
芙
悠
子	

商
学
部
准
教
授 

　

髙
槗
茂
美	

現
代
教
養
学
部
准
教
授

○
昇
格
・
異
動

　

野
村
史
郎	

情
報
シ
ス
テ
ム
部
図
書
館
事
務
課
事
務
部
長
、	

	

図
書
館
事
務
課
長（
兼
務
） 

　

秋
山
勝
利	

学
長
企
画
部
次
長
、
企
画
課
長（
兼
務
） 

　

中
村
隆
一	

学
事
部
次
長
、
学
生
課
長（
兼
務
）

 

　

海
老
澤
勝
利	

就
職
部
次
長 

　

小
島
一
成	

情
報
シ
ス
テ
ム
部
次
長
、

	

情
報
メ
デ
ィ
ア
課
長（
兼
務
）

 

　

高
津
戸
裕
昭	

社
会
連
携
・
研
究
支
援
室
次
長 

　

藤
掛
晃
浩	

財
務
部
管
財
課
長 

　

佐
治
紀
一	

入
試
広
報
部
入
試
広
報
課
長 

　

中
村
憲
司	

就
職
部
就
職
課
長 

　

元
木
恵	

財
務
部
管
財
課
主
任 

　

中
村
敬
子	

学
事
部
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
課
主
任 

　

岡
﨑
祐
美	

社
会
連
携
・
研
究
支
援
室
主
任 

　

大
上
奈
美	

総
務
部
人
事
課 

　

金
子
亨	

就
職
部
就
職
課 

　

髙
橋
輝
成	

中
央
学
院
大
学
中
央
高
等
学
校　
事
務
次
長 

○
退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

　
（
教
員
） 

　

菊
池
道
男	

商
学
部
教
授 

　

山
田
壽
一	

商
学
部
教
授 

　

松
原
和
樹	

商
学
部
准
教
授 

　

河
野
純
一	

現
代
教
養
学
部
特
任
教
授 

　
（
職
員
） 

　

根
本
三
男	

就
職
部
長 

　

武
藤
恵
子	

社
会
連
携
・
研
究
支
援
室
課
長

ご
寄
付
額
が
法
人
30
万
円
以
上
、
団

体
10
万
円
以
上
、
個
人
で
累
積
5
万

円
以
上
の
方
は
、
ご
芳
名
を
﹁
中
央

学
院
大
学
創
立
50
周
年
記
念
事
業
募

金
寄
付
者
銘
板
﹂（
本
館
1
階
）に
掲

載
し
、
末
永
く
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ご 芳 名 一 覧

【
法
人
】 

金
二
百
万
円 

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社	

 

金
百
万
円 

　
株
式
会
社
国
際
情
報
ネ
ッ
ト	

 

金
三
十
万
円 

　
エ
イ
チ・シ
ー・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

　
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
コ
ム 

金
十
万
円 

　
株
式
会
社
内
田
洋
行 

　
株
式
会
社
鈴
木
事
務
機
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名
二
社

【
団
体
】 

金
七
百
五
十
万
円 

　
中
央
学
院
大
学
学
友
会

【
個
人
】 

金
百
万
円 

　
大
木 

一
也	

 

金
二
十
二
万
五
千
円 

　
田
山 

伸
一	

 

金
十
九
万
二
千
五
百
円 

　
柴
田 

昭
子	

 

金
十
七
万
円 

　
佐
藤 

寛 
金
十
二
万
円 

　
藤
掛 
昭
人	

 

金
十
万
円 

　
髙
浦 
義
智

金
五
万
円 

　
田
口 

正
勝 

金
三
万
円	

 

　
神
永 

肇 

　
鈴
木 

勝
巳 

金
一
万
円 

　
生
澤 

晃 

　
林 

秀
樹 

 
　
匿
名
等
十
一
名

　
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）

Donate

記
念
事
業
募
金

7   |   2021 July - CGU Campus Press 2021 July - CGU Campus Press  |   6


